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地域連合

冒
頭
、
高
橋
議
長
は
「
10
月

の
台
風
に
よ
っ
て
東
日
本
を
中

心
に
大
き
な
被
害
が
発
生
し
、

川
の
氾
濫
や
土
砂
崩
れ
な
ど
に

よ
っ
て
多
く
の
命
が
失
わ
れ

た
。
ま
た
、
自
宅
に
住
め
な
く

な
り
避
難
所
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
方
が
多
数
い
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
。
横
浜
地
域
連
合
と
し

て
も
連
合
神
奈
川
と
連
携
し

て
、
復
旧
に
向
け
た
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
く
。」
と
、
2

度
に
わ
た
り
関
東
を
直
撃
し
た

台
風
の
被
害
に
つ
い
て
の
思
い

を
語
っ
た
。

続
い
て
、
2
0
1
9
年
度
の

選
挙
結
果
に
つ
い
て
触
れ
、「
今

年
は
統
一
地
方
選
挙
と
参
議
院

議
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
ど
ち

ら
も
連
合
の
支
持
政
党
が
二
分

さ
れ
た
状
況
下
で
の
選
挙
と
な

り
、
統
一
地
方
選
で
は
、
組
合

員
、
地
域
に
寄
り
添
う
組
織
内

議
員
を
減
ら
す
結
果
と
な
っ

た
。
参
院
選
の
神
奈
川
選
挙
区

で
は
、
産
別
に
よ
っ
て
推
薦
者

が
異
な
る
と
い
う
、
異
例
の
構

図
と
な
っ
た
。
支
持
政
党
が
二

分
さ
れ
た
た
め
に
起
き
た
こ
と

だ
が
、
政
党
の
動
き
に
つ
い
て

私
た
ち
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
そ
の
後
、
共
同
会
派

が
誕
生
し
、
一
歩
前
進
し
た
印

象
は
あ
る
が
、
大
き
な
変
化
は

感
じ
ら
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な

中
で
も
、
組
織
と
し
て
組
合
員

に
と
っ
て
の
ベ
ス
ト
を
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思

う
。
一
方
で
、
働
く
者
の
視
点

に
立
っ
て
政
治
の
場
で
活
躍
し

て
も
ら
え
る
議
員
を
多
数
送
り

出
す
こ
と
は
、
連
合
運
動
を
前

に
進
め
る
た
め
に
、
重
要
か
つ

必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
を
肝
に
銘
じ
て
こ
れ
か
ら
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」
と

難
し
い
政
治
状
況
と
連
合
の
か

か
わ
り
を
改
め
て
確
認
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、「
横
浜
地

域
連
合
は
、
組
合
員
の
み
な
ら

ず
働
く
仲
間
が
幸
せ
に
な
る
こ

と
を
願
い
、『
働
く
こ
と
を
軸

と
し
た
安
心
社
会
の
実
現
』
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
生

活
向
上
を
め
ざ
し
た
『
政
策
・

制
度
要
求
と
提
言
』、
働
く
仲

間
の
困
り
ご
と
へ
の
対
応
、
被

災
地
支
援
、
核
兵
器
廃
絶
・
防

災
減
災
に
向
け
た
発
信
、
政
治

へ
の
対
応
な
ど
、
す
べ
て
重
要

な
取
り
組
み
だ
が
、
私
た

ち
だ
け
で
で
き
る
も
の
で

は
な
い
。
横
浜
市
を
中
心

と
し
た
行
政
と
の
連
携
、

各
級
議
員
の
皆
さ
ん
と
の

連
携
、
労
働
福
祉
団
体
の

皆
さ
ん
と
の
連
携
が
必
要

と
な
る
。
連
合
が
め
ざ
す

『
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
』
を
実
感
で
き

る
社
会
づ
く
り
の
道
の
り

は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
く
険

し
い
状
況
に
あ
る
。
し
か

し
、
こ
の
実
現
に
は
近
道

も
特
効
薬
も
な
く
、
出
来

る
こ
と
を
地
道
に
行
う
し
か
な

い
。
横
浜
地
域
連
合
は
14
万
人

組
織
で
、
厳
し
い
状
況
に
あ
っ

て
も
我
々
に
は
立
ち
向
か
う
人

材
と
知
恵
と
経
験
と
い
う
財
産

が
あ
る
。
こ
の
財
産
を
活
か
せ

ば
『
政
策
・
制
度
要
求
と
提
言

の
実
現
』
や
『
地
域
連
帯
活
動

の
推
進
』『
よ
り
良
い
横
浜
づ

く
り
』
が
前
進
し
て
い
く
こ
と

は
間
違
い
な
い
。
改
め
て
全
員

参
加
で
の
取
り
組
み
を
お
願
い

し
た
い
。」
と
呼
び
か
け
た
。

来
賓
で
は
、
渡
辺
巧

教
横
浜
市
副
市
長
、
連

合
神
奈
川
吉
坂
会
長
、

牧
山
ひ
ろ
え
参
議
院
議

員
を
は
じ
め
、
4
月
の

統
一
地
方
選
で
推
薦
・

支
持
を
し
た
市
会
・
県

議
会
議
員
の
方
々
、
柿

木
秀
文
神
奈
川
労
働
セ

ン
タ
ー
所
長
、
鈴
木
側

之
労
働
金
庫
神
奈
川
県

本
部
都
県
統
括
部
長
、

元
重
博
志
こ
く
み
ん
共

済
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
神
奈
川
推

進
本
部
長
な
ど
の
皆
様

に
ご
臨
席
を
賜
っ
た
。

議
事
に
入
り
、
柴
田
事
務
局

長
よ
り
「
2
0
1
9
年
度
一
般

活
動
報
告
」
の
あ
と
、「
２
０

２
０
年
度
活
動
方
針
」
が
提
案

さ
れ
、
第
1
号
議
案
「
運
動
方

針
（
案
）」、
第
2
号
議
案
「
予

算
（
案
）」、
第
3
号
議
案
「
役

員
体
制
（
案
）」、第
4
議
案
「
総

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
案
）」、
第
5

号
議
案
「
総
会
宣
言
（
案
）」

は
満
場
一
致
で
決
定
さ
れ
、
議

事
を
終
了
し
た
。

役
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
加

藤
議
長
代
行
（
基
幹

労
連
）、
藤
木
副
議

長（
Ｊ
Ｐ
労
組
）、
柴

田
事
務
局
長
（
神
教

協
）、
武
本
事
務
局
次
長
（
電

力
総
連
）、松
下
会
計
監
査
（
Ｊ

Ｅ
Ｃ
連
合
）
が
退
任
さ
れ
、
新

た
に
秋
山
議
長
代
行
（
基
幹
労

連
）、
鈴
木
副
議
長
（
Ｊ
Ｐ
労

組
）、
小
杉
事
務
局
次
長
（
電

力
総
連
）、鹿
島
会
計
監
査
（
Ｊ

Ｅ
Ｃ
連
合
）
を
選
出
し
、
新
事

務
局
長
に
は
、
加
賀
谷
事
務
局

長
（
神
教
協
）
が
就
任
し
た
。

最
後
に
高
橋
議
長
の
発
声
に

よ
り
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
を
三

唱
し
、
閉
会
し
た
。

横
浜
地
域
連
合
は
、
2
0
1
9
年
11
月
27
日（
水
）、
ワ
ー

ク
ピ
ア
横
浜
に
お
い
て
「
第
29
回
定
期
総
会
」
を
開
催
し
、

「
2
0
2
0
年
度
運
動
方
針
」
を
確
認
し
た
。
出
席
者
は

1
6
0
名
だ
っ
た
。

横浜地域連合五役の交代
新任役員役　職 退任役員
秋山　純一
鈴木　一美
加賀谷　護
小杉日出夫
鹿島　尚樹

議長代行
副 議 長
事務局長
事務局次長
会計監査

加藤　健之
藤木　一雄
柴田　康光
武本　英悟
松下　進一

退任の挨拶をする
柴田事務局長

退任の挨拶をする
加藤議長代行

退任の挨拶をする
武本事務局次長

退任の挨拶をする
藤木副議長

横
浜
地
域
連
合

第
29
回
定
期
総
会
を
開
催
！



第 219 号 2019 年 12月13日連 合 よ こ は ま

晴
天
の
中
で
開
催
さ
れ
た

「
ヨ
コ
ハ
マｗａ
ｉ
！ｗａ
ｉ
！
フ
ェ
ス

タ
」
は
、
今
回
32
回
目
を
迎
え

た
。
2
0
1
1
年
か
ら
は
東
北

復
興
支
援
「
が
ん
ば
ろ
う
東

北
！
横
浜
か
ら
愛
の
風
を
！
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
開
催
し
、
被

災
地
で
あ
る
宮
城
県
塩
釜
地
方

福
祉
協
議
会
に
よ
る
日
本
酒
の

販
売
を
は
じ
め
、
約
40
の
団
体

が
参
加
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も

食
堂
の
支
援
と

し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
「
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
」

も
2
回
目
の
実

施
と
な
り
、
家

庭
で
余
っ
て
い

る
食
品
の
提
供

を
受
け
た
。
さ

ら
に
今
回
は
、

10
月
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
台
風
19
号
災
害
支
援
の
募

金
箱
が
設
置
さ
れ
、
寄
付
が
呼

び
か
け
ら
れ
た
。
ス
テ
ー
ジ
で

は
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
、
ダ
ン

ス
、
琉
球
舞
団
昇
龍
祭
太
鼓
、

そ
し
て
大
道
芸
が
披
露
さ
れ

た
。
来
場
者
数
は
１
５
，０
０

０
人
（
主
催
者
発
表
）
で
あ
っ

た
。横

浜
地
域
連
合
は
、
今
年
も

東
電
労
組
横
浜
支
部
に
協
力
い

た
だ
き
、「
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
」

を
出
店
し
た
。
ま
た
、
例
年
出

店
し
て
人
気
を
博
し
て
い
る

「
ボ
デ
ィ
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
も
大

好
評
の
う
ち
に
終
了
と
な
っ

た
。今

年
も
売
り
上
げ
の
一
部

は
、
横
浜
労
福
協
を
通
じ
て
令

和
元
年
台
風
19
号
災
害
義
援
金

と
し
て
日
本
赤
十
字
社
へ
寄
付

を
行
っ
た
。

ヨ
コ
ハ
マ
ｗ
ａ
ｉ
！
ｗ
ａ
ｉ
！
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9

ヨ
コ
ハ
マ

フ

ス
タ

ヨ
コ
ハ
マ

フ

ス
タ

ヨ
コ
ハ
マ

フ

ス
タ

― 
頑
張
ろ
う
東
北
!
横
浜
か
ら
愛
の
風
を
!
―

近藤団長へ要請書を渡す高橋議長

10
月
26
日（
土
）、「
ヨ
コ
ハ
マ
ｗ
ａ
ｉ
！
ｗ

ａ
ｉ
！
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
9
」が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
も
昨
年
と
同
様
、
日
本
大
通
り
で
の
開
催

と
な
っ
た
。
横
浜
地
域
連
合
は
「
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
」（
協
力
：
東
電
労
組
横
浜
支
部
）
と
「
ボ

デ
ィ
ジ
ュ
エ
リ
ー
」
の
2
つ
を
出
店
し
た
。

挨拶する柳井横浜労福協会長

出店したボディジュエリーの様子

●日時 2020年1月29日（水）18：00開会
●会場 横浜ベイシェラトンホテル＆タワーズ
 5F「日輪」

日時 2020年1月29日（水）18：00開会
2020 新春の集い

来
賓
参
加
者
一
覧

メ
ッ
セ
ー
ジ
・
祝
電
一
覧

「横浜地域連合第29回定期総会」来賓出席者・祝電・メッセージ（順不同・敬称略）

連
合
神
奈
川 

会　
　

長 　

吉
坂　

義
正

 

副
事
務
局
長 　

檜
垣　

明
宏

横　

浜　

市 

副
市
長 　

渡
辺　

巧
教

横
浜
市
経
済
局 

経
済
局
長 　

林　

琢
己　

 

市
民
経
済
労
働
部
長 　

江
南　

眞
人

神
奈
川
県
か
な
が
わ
労
働
セ
ン
タ
ー 

所　

長 　

柿
木　

秀
文

中
央
労
金
神
奈
川
県
本
部 
都
県
統
括
部
長 　

鈴
木　

側
之

　

〃　

横
浜
支
店 

次　
　

長 　

中
村　

善
之

こ
く
み
ん
共
済
C
O
O
P
神
奈
川
推
進
本
部 

本
部
長 　

元
重　

博
志

神
奈
川
県
労
働
者
福
祉
協
議
会 

事
務
局
長 　

市
川　

敏
行

横
浜
労
働
者
福
祉
協
議
会 

事
務
局
長 　

奥
山　

英
一

ワ
ー
ク
ピ
ア
横
浜 

事
務
局
長 　

石
井　

清
貴

立
憲
民
主
党
神
奈
川
県
連
合　
 
参
議
院
議
員 　

牧
山　

弘
恵

国
民
民
主
党
神
奈
川
県
総
支
部
連
合
会 

代　

表 　

石
上　

俊
雄

横
浜
市
議
会
議
員 

 　

大
山　

正
治

　
　
　

〃 

 　

有
村　

俊
彦

　
　
　

〃 

 　

小
粥　

康
弘

　
　
　

〃 

 　

麓　
　

理
恵

　
　
　

〃 

 　

坂
本　

勝
司

　
　
　

〃 

 　

望
月　

高
徳

　
　
　

〃 

 　

森　
　

泰
隆

神
奈
川
県
議
会
議
員 

 　

松
崎　
　

淳

　
　
　

〃 

 　

作
山　

友
祐

　
　
　

〃 

 　
曽
我
部
久
美
子

　
　
　

〃 

 　

浦
道　

健
一

　
　
　

〃 

 　

松
本　
　

清

　
　
　

〃 

 　

中
村　

武
人

　
　
　

〃 

 　

爲
谷　

義
隆

　
　
　

〃 

 　

市
川　

智
志

　
　
　

〃 

 　

望
月　

聖
子

　
　
　

〃 

 　

須
田　

幸
平

　
　
　

〃 

 　

菅
原　

暉
人

　
　
　

〃 

 　

首
藤　

天
信

公
明
党
横
浜
市
会
議
員
団 

団　
　

長 　

竹
内　

康
洋

社
民
党
横
浜
市
連
合 

代　
　

表 　

大
庭　

悟
彰

横
浜
市
会
議
員 

 　

谷
田
部
孝
一

衆
議
院
議
員 

 　

中
谷　

一
馬

横
浜
地
域
連
合
は
「
2
0
1
9
年
度
に
向
け
た
政
策
・
制
度

要
求
と
提
言
」
に
関
わ
り
、
道
路
交
通
課
題
を
中
心
に
、
県
議

団
に
改
善
要
望
の
実
現
に
向
け
て
、
要
請
行
動
を
行
っ
た
。

松崎団長へ要請書を渡す高橋議長

来賓として挨拶する高橋議長

フードドライブ

9
月
5
日
に
は
、
か
な
が
わ

県
民
・
民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
神
奈

川
県
議
会
議
員
団
へ
要
請
行
動

を
実
施
し
た
。
横
浜
地
域
連
合

か
ら
高
橋
議
長
を
は
じ
め
五
役

が
参
加
し
た
。か
な
が
わ
県
民
・

民
主
フ
ォ
ー
ラ
ム
神
奈
川
県
議

会
議
員
団
か
ら
は
、
近
藤
団
長

を
は
じ
め
、
4
議
員
が
参
加
し

た
。進

行
は
柴
田
事
務
局
長
が
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
を
代
表
し
て
高

橋
議
長
、近
藤
団
長
が
挨
拶
し
、

要
望
書
を
手
交
し
た
。そ
し
て
、

道
路
交
通
課
題
の
具
体
的
な
要

望
に
つ
い
て
、
柴
田
事
務
局
長

が
説
明
し
た
。

10
月
24
日
に
は
、
立
憲
民
主

党
・
民
権
ク
ラ
ブ
神
奈
川
県
議

会
議
員
団
へ
の
要
請
行
動
を

行
っ
た
。
横
浜
地
域
連
合
か
ら

は
高
橋
議
長
を
は
じ
め
五
役
、

各
地
区
連
合
代
表
者
、
政
策
委

員
が
参
加
し
た
。立
憲
民
主
党
・

民
権
ク
ラ
ブ
県
議
団
か
ら
は
、

松
崎
団
長
を
は
じ
め
、
11
人
の

県
議
が
参
加
し
た
。
高
橋
議
長

と
松
崎
団
長
の
挨
拶
の
後
、
要

望
書
を
手
交
し
、
具
体
的
な
要

望
内
容
に
つ
い
て
柴
田
事
務
局

長
が
説
明
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
県
議
団
か
ら

は
、「
要
望
に
つ
い
て
、
そ
の

実
現
に
努
力
す
る
」
旨
の
挨
拶

が
あ
っ
た
。ま
た
、要
望
に
よ
っ

て
は
地
元
住
民
か
ら
も
同
様
の

も
の
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
す

で
に
県
警
に
要
請
を
し
て
い
る

も
の
、
要
請
の
結
果
改
善
さ
れ

て
い
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
各

県
議
か
ら
紹
介
さ
れ
た
。

2 つの県議団へ要請行動を実施！！


